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令和２年度 第１回府中市保健計画・食育推進計画推進協議会 

                 主な委員の御意見 
 

第３次府中市保健計画（健康ふちゅう２１）・第３次食育推進計画の構成に 

ついて資料１ 

（１）計画の位置付け及び計画の期間について（案）資料２ 

項目 件数 

了承する １３件 

了承できない ０件 

 

（委員の意見詳細） 

委員の意見 

〇資料２の表記について、元号に西暦も併記していただくとわかりやすいと思う。 

〇国の食育推進基本計画、都の食育推進計画について平成 27年度までが第２次、平成 28

年度からが第３次なのでそのように記載したらどうか。また、市の総合計画は、平成 29

年度までを前期基本計画と記載したらどうか。 

〇市民に計画策定の意味（目的）を伝える項目があると、市民の受け入れが良くなるので

はないか。 

〇少子高齢化対策の一環として、他計画である福祉計画（地域福祉計画）等と相通じる方

向性が掲げられると良いと思う。 

〇健康と食育を一緒に取組むのは良いと思う。 

〇両計画の推進体制を、本文中に記載するとよい。 

 

 

（２）第 3次府中市保健計画（健康ふちゅう２１）について 

（ア）第２次健康ふちゅう２１の評価と第３次に向けた方向性について（案）資料３ 資料４ 

項目 件数 

見せ方について 
わかりやすい １２件 

わかりにくい １件 

内容について 
わかりやすい １３件 

わかりにくい ０件 

（イ）第３次府中市保健計画（健康ふちゅう２１）の体系について（案）資料５ 

項目 件数 

見せ方について 
わかりやすい １３件 

わかりにくい ０件 

内容について 
わかりやすい １２件 

わかりにくい １件 

 

資料１ 
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（委員の意見詳細） 

委員の意見 

【計画の体系について】 

〇第２次計画を評価する中で、実践を通じて感じとれる新たな取組や事業を、第３次に向

け体系化するものがあるか？第３次計画の目玉となる新たな取組みを表現できたらと

思うがどうか。 

 

【表現や見せ方について】 

〇第２次計画の市民アンケート結果では、ソーシャルキャピタルの認知度が低いとあっ

た。ソーシャルキャピタルの言葉を使うなら、その意味を併記したらどうか。 

〇（資料４）アンケート結果に基づく提案になっているが、基になるグラフ等の図示を伴

うとさらにわかりやすいのではないか。（例）基本方針３（1）に関連して、令和元年の

がん検診受診率→目標値との差異をグラフで見える化する等。 

〇数値目標があるとわかりやすいように思う。 

 

【第３次計画の具体的な取組み内容について】 

〇具体的取組の内容が、「啓発」や「周知」が目的となっているようにも読めてしまうの

で、啓発・周知の結果として得たい成果を何らかの数値目標として提示できれば、達成

度評価がしやすいと思う。数値目標設定が難しい分野でもあるので、検討が必要。 

〇３管理するの『こころとからだの不調に気づいたら早めに対応する』の具体的な取組み

がほしい。 

〇（資料５）基本方針「１健康づくりの意識を高める」の項目の「相談事業を知って、活

用する」について、 ①市民は、「相談事業」がどのようなものか、分かるのか。 

 ②「活用する」となると、基本方針「実践する」の方に入るのではないか。 

〇（資料５）各基本方針の「〇具体的取組」、「●重点取組」それぞれの取組の主語がわか

りにくいように思った。 

〇良い取り組みであると思うが、事業の認知度が 15％以下であるなら、「元気いっぱいサ

ポーター」になるための条件等の周知を市報等で強化したらどうか。 

 

 

（３）第３次食育推進計画について 

（ア）第２次食育推進計画の評価と第３次に向けた方向性（案）資料６ 資料７ 

項目 件数 

見せ方について 
わかりやすい １２件 

わかりにくい １件 

内容について 
わかりやすい １３件 

わかりにくい ０件 
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（イ）第３次食育推進計画の体系（案）について（案）資料８ 

項目 件数 

見せ方について 
わかりやすい １３件 

わかりにくい ０件 

内容について 
わかりやすい １２件 

わかりにくい １件 

 

（委員の意見詳細） 

委員の意見 

【第３次計画の体系について】 

〇第２次計画を評価する中で、実践を通じて感じとれる新たな取組、事業を第３次に向け

体系化するものがあるか？新たな取組を含め、第３次計画の目玉を表現できたらと思

うがどうか。 

 

【表現や見せ方について】 

〇（資料７）基となるアンケート等の結果の図示について検討をお願いしたい。 

 

【具体的な取組み内容について】 

〇具体的取組に「共食の機会を増やす」とあるが、コロナの状況を受け、新しい共食の形

（定義）を検討したほうが良いのではないか。 

〇食に関してはどうしても経済的な格差が生じてくるため、行政として「格差をなくして

いく」という文面を加えたほうが良いのではないか。 

〇食の安全、安心を意識する中に、食の循環や環境、食品を無駄にしない事も入れたらど

うか。このことは、各個人が自分の食べる量を意識づけることにもつながると思う。 

〇具体的な対応、取組みをどれだけ掲示できるかがポイントだと思う。「食育」は数値目

標がとても設定しにくい分野だと思うが、具体的な行為の設定とその実施の進捗とい

う内容の掲示は必要だと思う。 

〇基本方針、具体的取組みの主語が「市」なのか、「市民」なのか、混在しているので統

一したほうが良いのではないか。 

〇朝食を子供の時から食べさせる。両親が共働きの家庭が多い現在、朝食を食べるのが大

変だと思うがどうか。 

 

【その他】 

〇地域の農業生産者との共合の取組みがあれば教えてほしい。生産者が高齢化していて

今後農業生産自体が低下していくのではと心配している。 

〇人材育成は具体的にどのようにするのか。 

以 上 


